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　今年の全国山岳遭難対策協議会は７月５日（金）に昨

年同様、霞が関の文部科学省講堂にて開催された。初

めに藤江陽子スポーツ庁 審議官から挨拶が有り、続い

て以下の内容について報告が行われた。

報告Ⅰ　「平成 ３０ 年における山岳遭難の概況」につい

て警察庁より報告。詳細は警察庁ホームページに６月

１３日発表済み。昨年の遭難件数は２，６６１件、遭難者３，

１２９ 人、うち死亡行方不明 ３４２ 人で依然増加傾向ではあ

るが増加率はやや穏やかで、死亡行方不明にあっては

１２ 人減少した。しかし遭難者の約 ８０％を中高年が占め

ており、態様別としては、道迷いが全体の ３８％といっ

た傾向は変わっていない。一昨年から報告内容につい

て工夫がされており、年齢別や目的別など様々な切り

口で報告されていた。気になったのは ３７％が単独での

遭難、８１％が計画書未提出による遭難であったことで

ある。更に年齢のピークが昨年の６０ 歳代から７０ 歳代に

推移しており、これはＪＭＳＣＡ遭対委員会での分析

結果と類似している。来年度は ８０ 歳代へと移るのであ

ろうか。また、外国人登山者の遭難も急増しており、過

去５年で５．３倍となっている。特に冬のバックカント

リーでの事故が増加傾向にある。これらの分析結果か

ら減遭難活動への取り組み方針を早急に図りたい。

報告Ⅱ　 「長野県消防学校の「山岳救助課」の概要につ

いて」長野県消防課より報告。長野県では防災ヘリの

事故以来、地上から事故現場へのアプローチも増加し

ており、地上部隊の救助活動も増えている。しかしなが

ら、山岳救助に関する技術習得はなかなか行えず、喫

緊の課題である。そこで、昨年より山岳遭難に特化し

た「山岳救助科」チームを設立し、スキル向上を目指し

ている。講師は県警救助隊に依頼し、１回の研修で ４０

名程度の隊員が実践的なトレーニングを受けている。

研修だけではなく、県警との連絡強化により有事にお

ける迅速な救助活動にも繋げていきたいとのコメント

であった。

　講演 「ココヘリによる救助実績」についてオーセン

ティックジャパン（株）久我取締役より報告。ココヘリ

は東日本では殆どの警察、消防に配備されている。対

して関西より西では殆ど配備されていないのが現状で

ある。登山者の加入状況は既に２万人を超えており、

月数百件の割合で加入が進んでいる。また、捜索実績

は２２ 件に上り２１件が発見、１件のみ未発見事例となっ

ている。しかしながらこの１件については会員の方が

発信機を家に忘れていったことが後日判明している。

無事救出の事例として福岡県背振山でのハイカー、岩

手県早池峰山でのトレイルランナーの２件が報告され

た。詳細はココヘリＨＰに掲載あり。ココヘリについて

はＪＭＳＣＡ共済会でも登録料の無料化を図り、行方

不明者の減少に努めている。

　午後からは、ワークショップ形式による検討「遭難対

策の実効性を高めるためのアイデアとカウンターパー

トナーを探そう」と題し、昨年に引き続き静岡大学の村

越教授がファシリテーターを務めた。初めに村越教授

から「遭難対策の多様性（マトリクス）」について講義

があった。今回の全山遭は、救助する側の立場に立っ

たテーマで構成されており、このワークショップの中

で唯一登山者が事故を起こさないため、事故を起こし

てしまった場合のリスク管理についての講義であっ

た。途中にワーク＆シェア「遭難対策を振り返ろう」を

挟み以下４つの講演があった。

① 「安全登山対策のさらなる充実に向けて」富山県によ

る講演。近年登山者の登山技術質の低下を訴えなが

ら、これらの「登山客」と化した登山者にどのような

サービスを行っていくか、リスクマネジメントの視

点に基づく「富山型の総合的安全登山対策」について

講演された。

② 「山岳安全対策ネットワークについて」鳥取県警によ

る講演。大山でのコンパスシステム＆ドローン衛星

システムを活用した実証実験について報告された。

遭難者の行動軌跡を携帯電話の情報から割り出し、

通過ポイントを特定し、ドローンによる捜索を行う

といった試みである。ドローンは衛星を使ったプロ

グラム飛行を行うようで画像は人が監視するらしい

が、過去事例から人間をリアル画像から見極めるの

2019年度全国山岳遭難対策協議会

八木原会長閉会の挨拶
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にはやや無理があるように感じた。

③ 「山岳遭難救助のリスクマネジメント」富山県警に

よる講演。奥大日岳での雪庇崩壊事故を通して、怪

我を負ってしまった経験談の後、現場でのリスクマ

ネジメントの重要性について報告があり、現場リー

ダーの責任についても言及した内容であった。また、

リスクマネジメントは常日頃の訓練の場から技術と

同様に養うものであるとの貴重な講演であった。

④ 「山岳遭難対策を法的に考えてみよう」溝手弁護士に

よる講演。行政の法的責任と責任の限定。救助隊の

法的責任と責任の限定について警察、消防、民間の

夫々の立場について言及された。特にニセコでの救

助中の要救助者の死亡事故を例にとり、法的責任の

有り方について講演頂いた。また、民間救助隊につ

いての法的責任についても話があった。民間の場合、

刑事責任は訴求されにくいが報酬を頂いている場合

は、それなりの責任が生じるため注意が必要とのこ

と。救助活動中の法的問題は登山者にとっては興味

こそあれ、あまり遭難対策に繋がる演題には思えな

かった。

　講演後に纏めとして溝手弁護士、警察、消防、自然環

境そしてＪＭＳＣＡ町田のパネルディスカッションが

行われた。テーマは「より効果的な遭難対策のために

は」で、各関係者からそれぞれの立場での意見が挙げ

られた。ＪＭＳＣＡからは、正しい知識を持った登山者

教育のため、現在夏山リーダー制度を普及しているこ

とを報告した。また、２千件を超えてしまった遭難件数

を１９９６ 年並みの１千件台に、まずは１千件の遭難事故

を減らす活動「ストップ・ザ１０００」を推進中であること、

実行するためには警察、消防はじめ行政との連携が不

可欠であると報告した。

　終わりに国立登山研修所藤原新所長から今年度の

「山岳遭難事故防止のために」の呼びかけ提案がなさ

れ、ＪＭＳＣＡ八木原圀明会長の挨拶をもって閉会と

なった。 （遭難対策委員長　町田幸男）

パネルディスカッション

山岳遭難事故防止のため

登山者は山岳遭難事故防止のために
次のことに取り組む

⃝�登山の第一歩は、目的とする山をよく理解すること

からはじまります。地図を基本にガイドブックや現

地等から事前に山岳情報（登山道の状況、積雪量や雪

崩の危険性、山小屋の営業期間など）を調べること。

⃝ 登山計画書を作成して、パーティー全員がその山を

良く理解するとともに、体力と経験に応じた無理の

ない計画であるかよく検討すること。

⃝ 登山計画書を家族や職場に知らせるとともに、登山

届の提出が義務化されている山域では各都道府県の

提出先や登山口の登山届ポスト等に必ず提出するこ

と。

⃝ 単独登山はやめて仲間と登り、ツェルトや救急用品、

非常食を必ず携行して、ゆとりある行動を心がけて、

安全に登山を行うこと。

⃝ 山の事故は自己責任であることをよく考えて、山岳

保険には必ず加入すること。

⃝ 危急時に確実に連絡を取れる手段を確保するため

に、無線機、携帯電話等の通信機器、必要に応じて予

備バッテリーを持参して登山を行うこと。

⃝ 登山に出発する前に、目的とする山域の最新の気象

情報・火山情報等を入手して、現地の状況を把握す

ること。

⃝ 登山中は常にパーティー全員の体調や疲労に注意を

払い、コースの状況・気象条件等に応じて下山する

などの冷静な判断を行い、山岳遭難事故を絶対に起

こさない心構えで行動すること。

関係者は山岳遭難事故防止に向けて
次のことに努める

⃝ 登山計画書の作成と登山届の提出を奨励し、計画的

で安全な登山の普及に努める。

⃝ 登山道、道標、トイレなどの整備とその適切な管理

に努める。

⃝ 今後設置する道標及び案内標示の様式、表記方法等

について、可能な限り統一に努める。

⃝ 詳細な山岳情報、気象情報、火山情報等の提供に努

める。

⃝ 中高年登山者やツアー登山参加者、外国人登山者の

安全確保に努める。

⃝ 遭難救助活動に従事する者は自分の命、仲間の命、

遭難者の命、３つの命を守ること。
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第６回日本学生スポーツクライミング対校選手権大会
　第 ７４回国民体育大会スポーツクライミング競技会リ

ハーサル大会が、昨年に続き「第６回日本学生スポー

ツクライミング対校選手権大会」として、６月８日（土）

～９日（日）の２日間、茨城県鉾田市で開催された。国

民体育大会競技名称も今大会から、名実ともに「山岳

競技」から「スポーツクライミング競技」となる記念す

べき大会の幕開けとなった。

　競技会場は、茨城国体スポーツクライミング競技会

場である、鉾田市総合公園特設リード競技場、鉾田市

総合公園体育館特設ボルダリング競技場において、鉾

田市、茨城県山岳連盟の全面的なご協力により開催さ

れた。

【出場チーム数】
女子 男子

Ｂ競競 １部 ８チーム １８チーム
２部 ５チーム ７チーム

Ｌ競技 １部 ４チーム １６チーム
２部 ４チーム ３チーム

　参加チームは、北は酪農学園大学から南は長崎大学

チームまで６５チームの参加があった。

　競技運営は、国体運営のリハーサルにふさわしい運

営形態として前日には、岸田一夫鉾田市長、水村信二

全日本大学スポーツクライミング協会会長、八木原圀

明本協会会長の祝辞、挨拶での役員全体会議や出場

チーム代表者会議（いわゆる監督会議）から始まった。

　また、「アンチ・ドーピング研修」も、選手宿舎にお

いて行われた。

　６月８日（土）「リード種目女子予選・決勝」、「ボル

ダリング種目男子予選・決勝」、翌９日（日）には「リー

ド種目男子選・決勝」、「ボルダリング種目女子予選・

決勝」が、時折霧雨のなかでの熱戦が行われた。

　１部男子では本大会初出場となった日本大学から、

現役日本代表のペアが出場。２部女子では、早稲田大

学から現役日本代表と元日本代表ペアが出場した。

　さらに２部女子では、地元から元日本代表で現在

も日本代表のコーチを務める小林由佳選手が出場し、

リード、ボルダリングで全課題を完登する圧巻のパ

フォーマンスを披露し、会場を沸かせた。

　総合優勝校はそれぞれ、男子が立教大学（２年連続

２回目）、女子は酪農学園大学が４年ぶり３回目の栄冠

に輝いた。

【大学対校得点順位】
順位 学校名 得点
１ 酪農学園大学 ５７
２ 日本体育大学 ４８
３ 明治大学 ３９
４ 獨協大学 ３６

順位 学校名 得点
１ 立教大学 ５１
２ 日本大学 ４８
３ 日本体育大学 ４２
４ 長崎大学 ２７
５ 千葉大学 ２１
６ 東京農業大学 １２
７ 酪農学園大学 ９
８ 明治大学 ６

　完登、一撃賞には地元名産の「メロン」や協賛メー

カー、「好日山荘」「スポルティバジャパン」様より豪華

賞品が贈られた。この場をお借りし、ご提供感謝申し

上げます。

　今大会では、ユース世代で日本代表経験がある、も

しくはトップクラスだった選手が大学へ進学し、大学

で積極的にスポーツクライミングサークルを立ち上げ

て本大会へ出場してくる流れが、確実に少しずつでは

あるが確立してきた兆しがある。この選手の努力に、ど

う向き合っていくかが、今後のリハーサル大会の行方

に大きく左右される。

　来年は鹿児島県南さつま市で開催される。国体で使

用するクライミングウォールでの競技会であり、多く

の選手が参加できる機会として、参加条件に工夫を凝

らしたい。 （国体委員長　西原斗司男）
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第 129 回 Mountain World

平出＝中島ペア、ラカポシ南壁を初登攀

池田常道

　ネパールから毎夏大規模な公募隊が訪れるように

なったＫ2（８６１１ｍ）は、昨年夏の３日間に６６ 人の登頂

者を迎えた。強力なシェルパ・チームによるルート工

作と酸素の使用が、この世界第２の高峰に「エヴェレス

ト化」を招くと一部で憂慮されてきた。外国人登山者に

対して１６４ の登山許可が発給された今季だったが、頂

上ピラミッドの状態が悪く、ボトルネックで雪崩を受

けたルート工作隊が敗退、早々に諦めた個人やクライ

アントが帰国するなか、７月２４日にようやく頂上まで

ルートが通じた。

　それを先導したのは、春シーズンのネパールから

８０００ｍ峰連続登頂を継続中の退役グルカ兵、ニルマル・

プルジャ・マガール（６月号参照、３５）とそのチームで、

ラクパ・デンディ、ゲスマン・タマンにセブンサミット・

トレックス（ＳＳＴ）隊からラクパ・テンバとチャンバ

両シェルパを加えて、頂上までロープをフィックスし

た。踵を接するように、カナダのガイド、無酸素のエイ

ドリアン・ボーリンガー（カナダ）がカルラ・ペレス（エ

クアドル女性、彼女も無酸素）他１人を伴って登頂。Ｓ

ＳＴ隊のクライアント８カ国１０ 人は、天候が回復した

翌２５日、シェルパ９人とパキスタン高所ポーター３人、

無酸素のハンガリー人１人と共に頂上に立ち、合計登

頂者は２８ 人となった。

　この夏にパキスタンの ８０００ ｍ峰５座を登ってしまお

うというニルマル・プルジャの執念が実を結んだかた

ち。彼はこの秋、チョー・オユーとシシャパンマ、マナ

スルに登れば、自らプロジェクト・ポッシブルと呼ん

でいる、「８０００ｍ峰１４ 座を７か月で完登」計画を達成す

ることになる。

＊

　ブロード・ピーク、ガッシャブルムⅠ・Ⅱ峰、ナンガ・

パルバットなど他の巨峰も、例年のようにそれなりの

登頂者を迎えたが、なんといっても今季の白眉は、平

出和也と中島健郎によるラカポシ（７７８８ ｍ）南壁の初

登攀だろう。シスパーレ北東壁を登って昨年のピオレ

ドールを受賞した二人は、当初ティリッチ・ミールを

目ざしていたが、許可が得られなかったため変更。

　許可待ちの間に偵察しておいた、ラカポシ南面のバ

グロット谷に入った。ギルギットやフンザから至近の

距離にあるラカポシだが、西面から南西稜を経て初登

頂（１９５８ 年英国隊）されて以降、北西稜（１９７９ 年ポーラ

ンド隊）、同北稜（早稲田大学隊）など数えるほどしか

登られていなかった。８５ 年オーストリア隊と８７ 年明治

大学隊が東稜を登ったが、東峰（７０１０ｍ）までで終わっ

ており、未完に終わったダグ・スコットの偵察を除け

ば南面は手つかずの状態だった。今回の平出＝中島ペ

アは６月１６日にダニョール谷の ３６６０ ｍにＢＣを置き、

高所順応後 ２７ 日に攻撃を開始。５２００ ｍ、６８００ ｍでビ

バークして２日間の悪天候を凌いだ後、７月２日頂上

に立ったもの。

　このほか、デニス・ウルブコ（カザフ出身）は新婚旅

行で、スペインのマリア・カルデルとガッシャブルムⅡ

峰（８０３４ｍ）を訪れたが、新妻がキャラバン中に負傷し

たためひとりで南西稜から７月１８日に登頂。その後、南

ガッシャブルム氷河からⅡ峰とⅢ峰のコルへと直登し、

西壁を経てⅡ峰に登った。彼はこれ以外にも、ガッシャ

ブルムⅦ峰（６７１８ｍ）初登頂後にスキー滑降を試みて負

傷したフランチェスコ・カッサルド（イタリア）など複

数の救助活動にも従事した。

ボトルネックを脅かすＫ２頂上ピラミッドのセラック
エイドリアン・ボーリンガー撮影



　私が秋田県山岳連盟（以下「岳連」）に関わったのは、

全日本山岳連盟時代であり、昭和 ３６（１９６１）年の秋田ま

ごころ国体の準備段階からです。当時、日本山岳会で

なければ国体の開催ができない、と云うことで急遽、日

本山岳会秋田支部が結成され、その後、昭和 ３５（１９６０）

年に日本山岳協会（以下「日山協」）が組織され、国体

が実施された。

　この国体については、本誌 ６０１ 号で坂口三郎元日山

協会長が触れられていますが、台風直撃を受け、荒天

対策が実施された国体第１号だと思います。その大会

で私がＣ隊３班の班長で、徳島県・福井県・和歌山県

を担当しました。今でも年賀状を交換している方もい

ます。

　以来、岳連の役員に携わり、日山協の事業に参加す

ることになりました。富士山二合目で実施された指導

者教本作りでは、各グループで検討された事項を執行

部の方々が徹夜で「ガリ版」刷りして朝刊として発行

され、その日の検討資料とするなど熱気ある研修会で

あった。この研修会で神奈川の澤村幸蔵氏、都庁の大

田原氏、昭和山岳会の村山氏等と知り合い、澤村、大田

原両氏とは終生お付き合いができた。

　元日山協会長の鎌田久氏が東北行脚で岳連に参り、

参与の増員を説かれ、加入した方もいた。

　岳連で日山協主催の全日本登山大会を３回実施した

想い出もある。

　平成１９（２００７）年の秋田わか杉国体が、１０ 年前に決ま

り、準備にかかったが、未だ時間があると云うことで、

中々進捗せず、４年前位から日山協の指導を仰ぎなが

ら徐々に進捗し、岳連の実行委員会も平成 １７（２００５）

年から本格的に活動したが、地元では平成の大合併で

中々実行委員会ができず、悩んだ。合併を前に数か月

の任期しかない町長選に森吉山岳会の近藤氏が当選

し、即、実行委員会を立ち上げた。合併後、同年に北秋

田市（鷹巣町・阿仁町・森吉町が合併）実行委員会と

なり、活動が活発になった。

　国体開催（９月２９日）前の９月１７日の豪雨で、甚大

な被害となり、国体開催が危ぶまれたが、関係者の努

力で全国の選手・役員等の受け入れができ、担当者全

員で喜んだ。

　山岳競技では当初、秋田国体で縦走が廃止となって

いたが、当局より前倒しできないか、と言われ、私とし

ては、予定通り秋田国体で廃止したいと申し出て認め

られた。

　大会は大変盛り上がり、クライミング会場では、田中

文男元日協会長が、マスコット「スギッチ」と一緒に災

害募金を呼びかけ、北秋田市へ差し上げて感謝された。

　山岳競技では、秋田県と宮城県が同点で、二県でト

ロフィーを獲得した。運営面では日山協の役員方々よ

りお褒めの言葉を戴き、嬉しく思った。

　秋田国体は、２回とも自然災害に遭いました。その

後、縦走競技会場の一部に記念植樹を計画しましたが、

各方面の了解を頂くのに６年かかり、平成 ２５（２０１３）年

に実施した。各都道府県と日体協、県体協、秋田県、北

秋田市、日山協の合計 ５２ 本の落葉樹を宮城県の方や一

般市民の方々の参加を得て、盛大に実施した。２年後、

～創立60周年に向けて～ ⒂

秋田県山岳連盟 参与　高橋　守

新連載

『日山協と私』

秋田わか杉国体で災害支援募金を呼びかける田中元会長

記念植樹祭での開会挨拶

秋田わか杉国体記念植樹祭の参加者
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田中文男元日山協会長にもお出で頂いて、風雪に耐え

られなかった所に補植を行った。これからも大木にな

るよう管理していきたいと思います。

　私ごとですが、長い間、山岳に携わったということ

で、平成 ２７（２０１５）年秋の叙勲で、旭日双光章と平成 ３０

（２０１８）年に日本スポーツ協会より公認スポーツ指導者

表彰を戴き、これ以上の喜びはありません。総て関係

者のお陰と思い、感謝申し上げます。

はモスリムかとか、舗装されていない近道を行くので

short cut かなど、結構初対面にしては失礼なことを聞

いていた。

２．プレ理事会と理事会　５月３日（水）～４日（木）
　さて、今回も前日に非公式の理事会を行ったが、翌

日の公式と合わせて記述する。アジェンダは複数あっ

たが、主なものだけを紹介する。

（１）21 世紀のＵＩＡＡについて
　タイトルは厳めしいが昨年に続いての委員会の

改革についてである。戦略担当のＥＢであるＴＫが

PowerPoint を使って、特に委員会の改革について踏み

込んだ提案を行った。昨年あたりから特に強調されて

きたことであるが、これらについてはＷＧ（Working 

Group）を作って検討してきたことをあらまし発表し

たものである。ＷＧはヨーロッパの国々をメンバーと

して何度か会って打ち合わせを行ったようだ。戦略セ

グメントとして３つのグループがあり、当初は各々①

Safety ② Access & Conservation ③ Mountaineering 

Development があり、どういった内容にするかがつぎ

にあり、最後に戦略タスクを洗い出している。

　各種意見が出て、最後に以下の表の様に担当委員会

もアサインされた。

　ただ、Mountain Conservation は話し合いの結果

Mountain Protectionになった。

　医事委員会はSafety Segmentに入っており、当初は

安全委員会の中のサブとしていたが、安全委員会委員

長の発言により、やはり医事委員会として独立した。

（２）競技スポーツとの差別化
　前項はいわゆる従来の登山の分野だけである。アイ

スクライミング等競技について質問してみた。そした

2019年ＵＩＡＡ理事会報告
日　時　２０１９ 年５月２日（木）～７日（火）

場　所　マルタ共和国　パラダイスベイホテル

参加者　ＵＩＡＡ理事及び各委員会委員長

日本からの出席者　八木原圀明会長、

　　　　　　　　   小野寺斉常務理事

　マルタは地中海に位置している共和制国家でイギリ

ス連邦とＥＵの加盟国である。アフリカ大陸に最も近

い。島国で山はないが、海岸沿いには岩場が並んでお

り、ＭＣＣ（Malta Climbing Club）がホスト連盟である。

山はなくとも当然ＵＩＡＡ加盟団体である。

　今回はＣＡＩ（イタリア山岳会）が脱退して初めての

理事会である。人事が一部変更されている。登山委員

会の委員長がＣＡＩ出身であったので先の副会長のＰ

Ｆ（Peter Farcus）（ハンガリー）が委員長になった。Ｅ

Ｂ（Executive Board）も担当の変更があり、副会長には

ＴＫ（Thomas Kaer）（スイス）、事務局長にはＰＭ（Peter 

Muir）（カナダ）、財政にはＨＤ（Helene Denis）（フラン

ス）がなった。ＴＫは国際スキー連盟の会長に立候補を

表明しており、２０１９ 年度中には退任となる。

１．到着　５月２日（火）
　フランクフルト経由でマルタに入ったが、フランク

フルトでは会長のＦＶ（Frits Vrijlandt）と初対面のＡＪ

（Alan Jarvis）（南アフリカ山岳会所属、イギリス在住、

カナダ生）と一緒になったＡＪとは後で安全委員会で

も一緒になった。

　マルタに着いてからＦＶは別でＡＪと一緒に車で

ホテルまで送ってもらったのであるが、運転手にお前
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ら後で説明するとのことだった。別カテゴリーの雰囲

気であった。

　その後の説明を聞き、ユニットのスカイランニング

のことはさておき、アイスクライミング関しては、ＷＧ

を発足させ、検討するなど何となく雲行きがおかしい。

話している内容もなぜそうなのかが理解できない。隣

に座っている韓国のＣＰ（Christine Pae）に聞いてみた。

そうしたら政治的な理由があるとのこと。ご承知の通

りアイスクライミングは２０１４ 年のソチで公開競技を行

い ２０１８ 年の韓国、２０２２ 年の北京と続くはずであった。

ところが確かに昨年の韓国のオリンピックでも景気の

よい話は聞こえてこないので実は腑に落ちなかった。

改めて聞いたらＩＯＣの意向で室内競技を中心に行う

とのこと。つまり今後暫くの間オリンピック化はあり

得ないようである。従ってアイスクライミング委員会

からの要望でＷＧを作るか、Project を作り検討するか

のどちらかになる。大会は継続するが、予算としてはＵ

ＩＡＡ会員の会費からの支出は減少し数年後にはゼロ

にするつもりとの事。ただ、ＴＫが最後に言っていたが

あくまでＵＩＡＡのものであるとのこと。

（３）名誉会員推薦について
　韓国のＣＰが提案を行った。ＵＡＡＡ会長で前ＫＡ

Ｆ会長の IngJohn Lee 氏をＵＩＡＡの名誉会員に推

薦したいとのこと。前回一致で総会に提案することに

なった。

（４）如何にしてＵＩＡＡの収入を増やすか
　このようなタイトルで先ずセミナーがあり、その後

各グループ、例えば安全関係、自然保護関係など５つ

のグループに分かれて討論を行った。

　要はスポンサーではなく、勿論日本で言うところの

補助金ではなく（そのような概念はない）、ＵＩＡＡの

名前で何らかの事業的なものを第三者に行ってもら

い、その見返りを受けるとすればどのようにすればよ

いか、とのことでフリーディスカッションを行った。

ただ、多くの人はなかなかそのことが理解できないよ

うであった。私は日本の例を思い浮かべ、例えばコカ・

コーラが　自動販売機をスポーツセンターやクライミ

ングジムに設置し、その売り上げの一部を我々に寄付

してもらう、これはＪＯＣが実際に行っており、本協会

も一部を利益に預かっているが、そのように受け止め

た。しかし、私のグループはやはりＵＩＡＡはブラン

ド名が低いだとかいう人がいて、良いアイデアが出な

かった。他のグループは奇想天外なものまで含め、最

後の発表会で面白おかしく説明していた。ただ、本協

会に参考になるようなものはなかった。

（５）次回のＭＣ会議
　次回のＭＣ会議の場所は、一度スイスとの提案がな

された。ただ、これは積極的なものではない。スイスは

物価も高く、エクスカーションなども不便であるとい

う理由からである。再度の提案がなされる予定である。

以上

　Safety commission 会合に出席して

　今回は理事会と同時期にアクセス委員会と安全委員

会の開催がなされた。同時期と言っても理事会日程終

了後である。私はどちらもCorresponding member（特

派員）という立場で出席義務はない。Full memberなら

出席義務があるが、たまたま同時期であり、安全委員

会に出席してみた。

（１）５月５日（日）　安全委員会内部ミーティング
　タイトルは内部ミーテイングとしたが、外部ミー

ティングもあり、翌日に製造業者を含めて行うとのこ

と。私は帰国予定もあり、内部ミーティングのみに参加

した。参加者は１０ 名、後からＣＴＭＡ（台湾）の Hank

氏（新 corresponding）が参加した。外部ミーティング

は総勢 ４５ 人を見込んでいるとのこと。

　委員長はＩＭＦ（インド）のＡＣ（Amit CHOWDHURY）

である。英語圏であってもヨーロッパ人以外が委員長に

なるのは珍しい。互いに自己紹介してから始まった。ほと

んどが工学系出身で大学教授とか、企業エンジニアであ

る。

　各国のUIAA Safety Label採用の実態が報告され、日

本はまだペンディングの状態である。
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　ＩＳＡ（国際スラッグライン協会）もユニットでＵＩ

ＡＡに入っているが、ここにもSafety label があり、最

初に紹介してくれた。スラッグラインは山よりも海岸

で盛んらしい。

　今の大きなテーマはCorrosion（腐食）である。その

話をしているときに前述のＡＪが自分の持ってきた確

保器具を出しながら、話をそらしてしまい、ＡＣとか

なり反目しあった。他のメンバーはうんざりといった

感じであり、ＡＣはかなりupset（この場合は怒り）し

たとも言っていた。それが終わってさらに午後のミー

ティングでも話をそらして自分の意見ばかり言ってい

た。

　実験施設の話しが出て、保有国はヨーロッパの製造

業者以外に中国、韓国の名が挙がった。前者はなかな

か連絡が取れにくいが韓国の施設は、７つの実験がで

きて、有効との評価があった。日本でもこのような施設

がほしいものである。

　トピックとしてはＯ社製のショベルの不具合につい

てである。ドイツのメンバーから指摘があり（具体的に

示してくれた）、この装備は既に認定はされているが、

再度業者と話す必要があり、翌日早速話すとのこと。

　ＵＩＡＡには委員用の専用のデータベースがあり、

私も閲覧できるが、各機器の技術的情報が載っている。

ただ、どうしてもヨーロッパ中心であることは否めな

い。彼らの発言も残念ながらそれを示している。地理

的なものだけではないと思うが、我々にも技術的バッ

クのある議論の場所がほしいものである。

（記　小野寺　斉）

 ２０１９ＵＡＡＡ理事会報告
日　時　２０１９ 年６月３日

場　所　台湾 花蓮（ファーレン）太魯閣（タロコ）

日本からの参加者　八木原会長、小野寺（記録）

　今年はＵＡＡＡ創立 ２５周年、ＣＴＭＡ（Chinese Taipei 

Mountaineering Association），創立５０周年記念の年

である。６月１日に到着してから台北市内で５０周年記念

パーティを行い、翌日はバスで台湾東部の太魯閣（タロ

コ）渓谷に向かいそこで理事会を行った。少数民族であ

る太魯閣族が経営しているロッジがその会場であった。

　今回の参加は９か国１２団体であった。

　参加団体は１−ＫＡＦ（Korean Alpine Federation），

２−ＣＡＣ（Coran Alpine Club），３−ＪＭＳＣＡ（日本

山岳・スポーツクライミング協会）、４−ＪＷＡＦ（日本

勤労者山岳連盟）、５−ＣＴＡＡ（Chinese Taipei Alpine 

Association），６− ＣＨ K ＭＣＵ（China HongKong 

Mountaineering & Climbing Union），７−ＩＭＳＣＦ

（Iran Mountaineering & Sport Climbing Federation），

８−ＮＭＡ（Nepal　Mountaineering Association），

９−ＩＭＦ（India Mountaineering Foundation），１０

−ＣＡＭ（Club Alpine Mongolia）， １１−ＭＳＣＦＲＫ

（Mountaineering Sport Climbing Federation Republic 

of Kazakhstan, そして Host の１２−ＣＴＭＡ（Chinese 

Taipei Mountaineering Association），である。中国、キ

ルギス及びパキスタンは欠席であった。

　さて、会長国はＫＡＦである。副会長国はネパール

／ＮＭＡ、イラン／ＩＭＳCＦ、中国／ＣＭＡとなって

いる。会議はアジェンダに則って行われた。ＵＩＡＡ副

会長の Tomas Kaer がゲストとして出席した。

　開会に先立ち、物故者に対して黙とうを行った。韓

国のKim Changho , パキスタン前会長の Amir Glistan 

Janjua ， そして Jess Roskelly, Davit Lama、Hansjorg 

Auer であり、本協会の澤田実君も含まれる。

１．開会
　上記出席国により、定足数が満たされて会議は成立

した。続いてHost 国のHank 会長、ＵＡＡＡのInjeong 

Lee 会長、そしてＵＩＡＡの Tomas Kaer 副会長の順に

挨拶があった。特にTomasはＵＩＡＡの現状について、

イタリア、ドイツ、イギリスなどとなかなか意見が合わ

ず、特にドイツなどとは１２ ケ月間いろいろ話をしたが

ついに折り合わなかったことなど内情を淡々と話して

くれた。ヨーロッパはいつもこうであるが、アジアは仲

良くやっていて羨ましいとの口調であった。

２．委員会について
　委員会と言っても副会長国が分担して委員長を行っ

ている。特に委員がいるわけではない。ネパール／Ｎ

ＭＡが遠征、イラン／ＩＭＳＣＦが自然保護、中国／

ＣＭＡはユースの担当になっている。今年からは参加
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国で委員会を構成しようということになり、遠征はネ

パール、インド、パキスタン、カザフスタン、イラン、

モンゴルが構成国、自然保護はイラン、ＣＴＭＡ，ＣＴ

ＡＡ，ＪＭＳＣＡ，ＪＷＡＦ、ネパール、ユースはイラ

ン、インド、ＣＴＡＡ、ネパールそしてＣＭＡ（欠席の

為後日相談）となった。１０ 月の総会で最終決定される。

　日本は自然保護担当になることにより、ＪＭＳＣ

Ａの活動をさらに活発化したいものである。遠征で

はＮＭＡが自国の activity を発表しながら特に発言

してエベレスト南面での大渋滞についてはまさに災

害である、クライマーと旅行者が混合で行動し、non-

management 状態である、と言っていた。ローカルな

レギュレーションではどうにもならない、ＵＩＡＡに

も言いたい、トラブルが起きても何もフォローしない。

これに対してTomasはWebでと注意喚起している、ま

た、解決方法は単純ではない、とのこと。

３．財政レポート
　会計担当の台北／ＣＴＭＡの Hank 氏から報告があ

り、会費納入について数年間タイ、マレーシア、シン

ガポールからの納入がないとのこと。インドは最近に

なって滞納分全額を収めた。このことについて監査役

の香港／ＣＨＫＭＣＵのFrederick氏からも指摘があっ

た。結論としてHank 氏はＵＡＡＡはソフトな組織なの

で長い目でみようとのこと。その代わりInJeong Lee 会

長が＄１，０００ 寄付するとのことで了解された。

４．合同企画
　ネパールで行ったパルドールピーク合同遠征につい

て報告があった。また、カザフスタンで予定している岩

登りフェスティバルでの募集の呼びかけがあった。キ

ルギスは欠席なので例年の事業募集自体はあるものの

宣伝は無かった。

　ＵＩＡＡで岩登りアオードをおこなっており、世界

各地を回っているが今年はアジア地区なので協力した

い、＄１０００をサポートしたいとのことで了承された。

５．コラボレーションなど

　博物館同士の連携を深めましょうとのことで、ＩＭ

Ｍ、インドのダージリン、ツェルマットの博物館などと

交流を行いましょうとのことになった。

６．来年以降の会議予定
⑴  ２０１９ 年総会は１０ 月１２日（土）～ １３日（日）にキルギ

スに決定。

⑵  ２０２０ 年理事会はＪＷＡＦで６月２０日（土）～ ２１日

（日）を想定。

⑶ ２０２０ 年総会はＣＨＫＭＣＵ／香港に決定。

⑷  ２０２１年理事会はＩＭＦ／インド、総会はネパールが

手を挙げている。

７．その他
　InJeong Lee会長がＵＩＡＡの名誉会員にノミネート

されていることが報告された。

　ＵＡＡＡアドバイザーの神﨑さんが来年のＨＡＴ−

Ｊを中心とした日本国内の企画について発表し、協力

を依頼した。

８．閉会
　InJeong　Lee 会長の挨拶の後、無事終了した。

全員団結
がんばれ! ニッポン
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　ＪＭＳＣＡ（ジムスカ）としての活動
も２年目に入り、総務部、登山部、スポー
ツクライミング部の三部体制が整って来
た。当初の予算編成においては各部に所
属する専門委員会を中心に行い、運用も
軌道に乗って来たところである。
　組織運営についても「新たな事業部両
輪体制下で、各部所属委員会は横の連絡
を密にし、事業を企画・立案し推進して
いく。」ことを目標に立てたがその方向
に向かいつつある。ガバナンス委員会に
より、スポーツ団体としてのガバナンス
とインテグリティ、サスティナビリティ
の実現化が図られてきた。これらは今後
も継続していかなくてはならない。
　関係団体との連携については、国内の
上部団体であるスポーツ庁、ＪＳＰＯ、
ＪＯＣ、ＪＳＣ、ＪＷＧならびに国内各
関連機関、団体と連携・協力を図った。
また、関係各省庁、国立登山研修所、国
内山岳四団体、全国山の日協議会、その
他民間企業等と必要に応じて連携を図
り、登山事業及びスポーツクライミング
事業の推進に努めた。

１． 総務部
⑴…定款や規程・規則等を整備し、充実を
図った。今後は運用状況を見ながら改
定等を行っていくことになる。
⑵暴力相談窓口の開設を行った。
⑶…理事会は総会に次ぐ重要な決議機関で
ある。常務理事会は原則月１回である
が、理事会は定時が年４回と少なく、
理事の具体的活動の機会も少ない。Ｓ
Ｃ部の業務急増につき積極的に動く理
事を増やすべく、次年度からは理事会
構成を改定した。全国から人物本位の
役員候補者を推薦していただき、次期
役員候補者選考委員会で選考して理事
会に答申し、総会で選任することにし
た。さらに理事会の回数を増やし、業
務執行理事（常務理事）を減らすなど
効率の良い理事会運営を図ることにし
た。
⑷…加盟団体規程に基づく報告義務につ…
いては、加盟団体あってのＪＭＳＣＡ
であるので、統括団体として財政状況
の把握は必要である。さらに将来的に
は、多くの岳連（協会）に法人化を目
指してもらいたい。法人化することに
よって、組織のガバナンス強化が図ら

れる。
⑸…専門委員会の常任委員及び専門委員を
新たに委嘱し、専門委員会の会議体を
整備した。今後は交通費の実費支給も
視野に専門委員会活動の活性化に着手
した。
⑹…ＪＭＳＣＡ公認メンバー制度が創設さ
れ…た。名称は「CLUB…JMSCA…ITADAKI」
定款で定める正会員や賛助会員とは違
う、サッカー等のファンクラブのよう
なメンバー制度である。平成３１年４
月から募集を開始。

２．登山部
⑴登山部会
　…登山関連の活性化については、約３ケ
月に１回程度登山部の委員長を中心に
集まり模索してきた。各岳連の個人会
員制度を調査し、各岳連（協会）に個
人会員制度を推奨していくことになっ
た。目的の１つであった組織化にどの
ように繋げていくかが課題である。
⑵夏山リーダー制度について
　…登山部が活発化するためには今後この
事業をさらに発展させなくてはいけな
い。平成３０年度は、次年度からの制度
スタートに向けて夏山リーダー講師養
成の講習会が全国展開された。この制
度が全国の岳連（協会）も含めて登山
部を取り巻く状況を良い方向に作用す
ることに期待したい。
⑶「山の日」記念事業について
　…この事業も３年目を迎え、申請は４２件
で、前年より開催が増加した。
⑷「少年少女登山事業について」
　…申請が２８件。これも昨年よりは若干
増加したが、なかなか全県実施にはほ
ど遠い。原因調査の必要があり。
⑸…国立登山研修所との共催による４つの
新規安全登山事業について「安全登山」
の趣旨に基づいた研修内容は、登山研
修所の優れた講師陣を中心に充実した
内容で行われた。このような研修会並
びに岳連主催の講習会等への参加でレ
ベルを上げ、安全登山に取り組んでほ
しい。
⑹安全登山指導者研修会
　…従前の中高年安全登山指導者講習会の
名称を変更し、対象者を広げて開催し
た。東部は埼玉県、西部は沖縄県で開
催し、内容的にも充実した研修会を開
催できた。
⑺…平成３０年度の海外登山奨励金制度の
応募は、３隊のみで、登山隊の成果は
芳しくなかった。
⑻…キルギスへの派遣は４年目になるが

初めてレーニン峰の登頂を果たした。
２０１８年はレーニン峰初登頂９０周年記
念の年であった。

３． スポーツクライミング部
⑴代表選手の活躍
　…ワールドカップをはじめ、世界選手
権、世界ユース選手権、アジア競技大
会、ユースオリンピック、アジア選手
権などアジアや世界レベルの大会で日
本代表選手のメダル獲得が相次ぎ、メ
ディアにおいても大きく取り上げられ
た。
⑵対外的な課題
　…着々と環境は整備されて来ているが
対外的な問題も発生している。オリン
ピックを控え、２０１９年に日本で開催
予定の国際大会について、特にマーケ
ティング等の権利面でＩＦ，ＮＦ共に
相互に恩恵を被る方向で調整する必要
がある。
⑶…公認大会規程が制定され、募集を開始
した。既に、応募があり、実施の段階に
入っている。ＪＭＳＣＡ財政基盤の１つ
であり、さらに多くの公認大会の開催が
望まれる。
⑷…選手登録規程の改定があり、それに基
づきシステムの変更を行った。時期的
に急いではいたが周知が遅れ、利用者
や岳連（協会）には迷惑をかけた。今
後は気を付けて望みたい。選手登録に
はＡ登録、Ｂ登録とあり、前者には倫
理規程やＡＤの講習受講が求められて
いる。このことで受講希望者の日程調
整が必ずしもうまくいかず全国から問
い合わせが相次ぐ状況が生じた。
⑸…審判・ルートセッター登録運用に関し
ては以前から批判の対象であった。前
項の失敗を繰り返さないためにも十分
なシステム構築を行うように準備を重
ねてきた。しかし、元々のシステムの
複雑さを乗り越えられるためには後
１～２年程度必要である。岳連（協会）
主体を個人主体に切り替えようとした
が、岳連（協会）の関与は言うまでも
なく必要であり、運営をうまく図って
いくことが求められる。
⑹…選手登録事業、若手選手発掘、共同事
業提携先等として、積極的にクライミ
ングジム連盟との連携を図っている。
前述の「CLUB…JMSCA…ITADAKI」もそ
の一例である。

平成３０年度事業報告
総　括
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日　時　７月１１日㈭　１４時～ １７時３０分
場　所　Japan…Sport…Olympic…Square…３階
１０号会議室

出席者　八木原会長、亀山、平山、丸各副
会長、尾形専務理事、小野寺、水島、合
田各常務理事、相良、蛭田、町田、村岡、
小日向、村上、水村、山口、六角、唐木、
安藤、前田、古賀、山本、古林各理事、中
畠監事（理事２３名中２３名出席で理事会
成立）／欠席者　古屋監事

１．開　会
　会長挨拶の後、　合田常務理事が役員に
向けて「公益法人の各機関の役割と責任」
及び「スポーツ団体ガバナンスコード〈Ｎ
Ｆ向け〉」について約４５分間のプレゼンを
行った。
　定款に則り会長が議長を務め、議事録署
名人は会長と出席監事１名とし、議事に
入った。

２．議　案
議案第１号　総会議事録の承認について…
●異議なく全員が承認した。
議案第２号　…第２回理事会議事録の承認に

ついて
●異議なく全員が承認した。
議案第３号　…電磁的記録による（決議省略）

理事会議事録の承認について
●異議なく全員が承認した。
議案第４号　正会員の入会承認について
●異議なく全員が承認。以下の方々の入退
会が承認された。

　岳連関係・大分県：入会（吉野眞治）、　
退会（波多野英哲）、兵庫県：入会（古賀
英年）、退会（中西研一）、福岡県：入会（鴨
粕徹）

　学識経験者：入会（丸誠一郎、村上美智
子、　水村信二、山口純子、六角智之、山
本譲、古林喜明）　

　学識経験者：退会（伊藤克己、仙石富英）
議案第５号　規程の改定について
①加盟団体規程
●…加盟団体の名称変更に伴う規定改定は異
議なく全員が承認した。　………………

②海外登山奨励金に関する規程
●異議なく全員が承認した。
③自然保護指導員に関する規程
●異議なく全員が承認した。
④国体競技に関する規程（規定）
　ＪＳＰＯ国体委員会への規程改定の要望
であり、ＪＳＰＯ国体委員会で改定案が
認められたら規程改定案を提案するこ
とになった。…

議案第６号　世界選手権、世界ユース選手
権の派遣選手について（後日常務理事会
での回議にてお諮りすることの承認）

●異議なく全員が承認
議案第７号　第１次補正予算について
　世界選手権絡みの補正予算は、後日提案
されることになり、議案第７号は取り下

②文部科学大臣表彰式
　７月２３日㈫　於：ホテルニューオタニ
「鶴……西の間」　八木原会長
③東京２０２０オリンピック・パラリンピッ
ク１年前セレモニー　７月２４日㈬

　於：東京国際フォーラム・ホールＡ
　尾形専務理事
④スポーツ国際展開基盤形成事業　第１回
情報共有連絡会議…　７月３１日１４時～　
於：…ＪＯＣ事務局１３階　小野寺常務理
事、小日向理事

⑤インターハイ登山大会
　８月２日㈮～６日㈫　於：宮崎県祖母山
系　八木原会長

⑥高校登山指導者夏山研修会
　８月７日㈬～９日㈮　於：国立登山研修
所、室堂周辺　小野寺常務理事

４．専門委員会議事録報告（抄録）
４−１ 遭対常任員会　
　６月２９日～ ３０日　於：東京晴海・会員
会館　出席：常任８名専門７名計１５名

ア）全国遭難対策委員長会議について
①来年度の委員長会議
　期日：２０２０年６月２７㈯、２８㈰
　開催場所：東京オリンピック開催準備の
関係により海員会館が使用できない可
能性がある。

②前年度課題としていた全国遭難対策委員
長名簿の整備は、各都道府県委員長にご
協力いただきメーリングリストが整っ
た。

イ）遭難対策委員会研修について
　期日：８月２４（土）、２５（日）場所：長野
県山岳総合センター

ウ）無雪期レスキュー講習会について
　期日：９月６日（金）１３：００ ～９月８日
（日）１３：００　場所：国立登山研修所
エ）講習会における事故防止活動について
①減遭難の一環として、講習会における事
故防止活動を行う。

　方法：講習会マニュアルを作成し、主催
者が行わなければならないこと、行って
はならないこと、受講生に行わせてはな
らないこと等を明確にする。

４−２ 指導委員会
　７月１日㈪　於：岸記念体育会館
　出席１２名　
ア）報告事項
①８月１５ ～ １８日の夏山リーダーＷＧ主催
の夏山リーダー講習会・検定会について

②…４月２０、２１日に千葉県山岳連盟で、夏山
リーダー資格検定会を開催。

　受験者５名、規定に則り、指導委員会で
審議して常務理事会で認定したい。

イ）夏山リーダー関連に検討課題について
・那須の講習会のアナウンスについて
・…８月世界選手権大会でのブース展示につ
いて

ウ）派遣
　８月１日～５日まで…野村副委員長をイ
ンターハイの技術顧問として派遣。

４−３ 登山医科学委員会　
　６月２３日　１３時～ １４時，於：つくば国
際会議場３０４号室、出席：常任４名、専
門５名、欠席者：常任４名

ア）…三重インターハイ救護の現状と問題点
について

げられた。
議案第８号　各理事の担務について
　ＳＣ部、登山部から常任委員・専門委員
も含めた提案があり、理事の担務は承認
された。役員の賠償責任保険は前年同様
保険料の９割を法人負担、１割を役員負
担として付保することを承認。

議案第９号　指導員、審判員の認定承認に
ついて

　資料に基づいて、１１名（埼玉）のＳＣコー
チ１と１名（長野）の山岳コーチ１の認
定承認が諮られた。

●異議なく全員が承認した。
議案第１０号　後援、協賛等の依頼承認に
ついて

⑴神奈川県山岳連盟「かながわ山の日…in……
HADANO…２０１９」後援名義使用申請

●異議なく全員が承認した。
議案第１１号　世界選手権競技壁の活用に
ついて

●平山副会長から第８０回青森国体での活
用について説明があり、文書については
常務理事会で検討することで承認。

議案第１２号　ＪＯＣジュニアオリンピッ
クカップ南砺２０１９開催要項の承認につ
いて

●一部訂正の上、承認した。
議案第１３号　海外登山隊奨励金交付決定
について

●以下の３隊が異議なく承認された。
　１．隊の名称　ＨＣＣ
　　　隊長　増本亮　隊員　増本さやか　
　　　交付金　３０万円
　２．隊の名称　チームＢ＆Ｓ
　　　…隊長　横山勝丘　隊員　加藤直之　

倉上慶太
　　　交付金　２０万円
　３．隊の名称　単独フリー登攀隊
　　　隊長　倉上慶太…交付金　１０万円
議案第１４号　ＡＡＣクライマーズミート
派遣について

●以下の派遣が、異議なく承認した。
…　派遣者　湯浅誠二（京都府岳連）

３．報　告
報告１号　６月月次報告
　相良理事が資料に基づいて報告。
報告２号　ＪＳＰＯからの通知（受講者本
人確認の徹底）について

　小野寺常務理事が資料に基づいて報告。
報告３号　ＩＦＳＣクライミング世界選手
権２０１９八王子準備状況

　村岡理事から経過報告があった。
報告４号　内閣府報告途中経緯
　小野寺常務理事から経過報告。
報告５号　登記途中経緯
　議案第３号で説明した通り。…
報告６号　国体関連/正規視察報告/後催
県に対する要望書

　平山副会長から資料に基づいて報告。
報告７号　アスリートパスウェイ戦略的支
援委託事業の契約予定者として決定

　小野寺常務理事から経過報告
報告８号　役員等の派遣について（７月１２
日～８月９日）

①安全登山サテライトセミナー…
　７月１３日㈯～ １４日㈰　於：大津市民会
館　古賀・前田理事

令和元年度
第３回理事会報告
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①ＷＢＧＴ３０℃を超える高温・多湿の中
での開催となったため、熱中症の発生が
危惧された。救護班から熱中症予防の重
要性を進言し、大会本部は縦走コースの
短縮と荷物の軽量化という対策を講じ
てくれたため重度の傷病者は発生しな
かった。今後は気象条件を考慮した運営
基準を決めることが望ましい。また、救
護班ではＷＢＧＴや他の気象条件を記
録しながら救護に当たり、傷病者の発生
状況を分析する。これらの結果より運営
基準作成に貢献したい。

②点滴や薬物など保険診療でなければ使用
できない医療品を山中の現場で調達す
ることは一般的には難しい。三重では菰
野厚生病院の援助の元で実現できた。今
後の大会でも同様の病院の協力を得ら
れるかどうかが課題となる。

③今年度の宮崎インターハイでは高千穂を
拠点として開催され、救護班として参加
する予定である。以上の報告を受け、今
年からは登山部医科学委員会事業とし
て救護を担当するとともに経年的に使
用できる医療器具があるのであれば予
算化したい。

イ）…追加事業として夏山リーダー講習会の
支援について討議

①この講習会で使用されるテキストではセ
ルフレスキューと運動生理学の項目で４０
頁ある。これを医科学委員会で担当する。

②講師は全国に散在している国際山岳医や
山岳看護師の参加希望者を想定する。

　今後は日本登山医学会認定山岳医委員会
の運用小委員会と連携して参加希望者
を募り準備を進める。また、テキスト内
容を医科学委員会委員がチェックし必
要に応じて改定することも考慮する。

４−４　第２回選手強化委員会
　６月２８日㈮　於：原宿

貫指導）。日本代表チームの新体制準
備とパリの準備をスタートさせる。

ウ）アスリートパスウェイ推進事業（ＪＳ
Ｃ補助金事業）への提出について

４−５　第７回登山部門連絡会議　
　６月１５日㈯１４：００ ～ １７：００　於：ＪＭ
ＳＣＡ事務局　…出席１１名　委任１名

ア）…議題
①遭難防止啓発事業について
・「ストップ・ザ…１０００」キャンペーンを夏
山リーダーと連携させて啓発する。山岳
４団体にも協力を呼びかけ

・６/１３の共済委員会で、ＪＭＳＣＡをもっ
と世の中に知らせる（認知度が低い）こ
とについて検討。→新規事業として、
山岳共済の広報活動でＪＭＳＣＡをア
ピールする、減遭難をアニメ化し、ＳＮ
Ｓで周知（ｔｏｔｏ補助金活用、共済会
予算４００万）。１０/３納品予定（シナリオ
制作は５/２０済）、９０秒のもので、登山用
品等で流す。

②登山部門連絡会の体制について
・今後の体制について、担当副会長：丸副
会長、登山部長：水島常務理事。

　ＪＭＳＣＡは、一般登山者のみならず
トップクライムを目指すアルパインも
考えなければならない。日本のトップレ
ベルを扱うのが国際委員会だが、沢田委
員長が亡くなり、今後をどうするか。登
山も頂点を引っ張っていかねばならな
い。国際委員会は、頂点を高め、すそ野
を広げるため委員長候補を打診。

　山岳スキーは当面、笹生氏（担当　唐木
理事）に依頼。

５．会務・役員派遣等（６月１６日～７月１０日）
⑴令和元年度定時総会
　６月１６日㈰　於：岸記念体育会館１０１
～ １０３…　八木原会長ほか

⑵令和元年第２回理事会
　６月１６日㈰　於：岸記念体育会館　　
八木原会長ほか

⑶東京オリパラ組織委員会国内競技団体協
議会　６月１８日㈫　於：晴海トリトン
Ｙ棟１８Ｆ　尾形専務理事

⑷（公財）スポーツ安全協会評議員会　　
　６月２０日㈭　於：東海大学校友会館「望
星の間」　尾形専務理事

⑸（公財）日本スポーツ協会評議員会
　６月２１日㈮　於：品川プリンスホテル
メインタワー ２６Ｆ「パール２６」

　尾形専務理事
⑹登山部全国国際委員長会議　
　６月２２日㈯～ ２３日㈰　於：大橋会館　
八木原会長、鈴木副委員長

⑺日本ワールドゲームズ協会総会　　
　６月２４日㈪　於：日本財団２Ｆ大会議
室　尾形専務理事

⑻ＷＣＨ八王子実行委員会　　
　６月２５日㈫　於：エスフォルタアリー
ナ八王子　尾形専務理事、村岡理事

⑼ＪＯＣ評議員会
　６月２７日㈭　於：ＪＳＯＳ１４階
　八木原会長
⑽第８０回青森国体正規視察
　６月２７日㈭　於：青森　平山副会長、西
原委員長

⑾全国遭対委員長会議

　五輪推進室　参加８名
ア）報告
①スピードジャパンツアーの要望について
②２０１９年アジアユース選手権重慶大会　
選手選考基準について

１）…今後の強化委員会の見直し　
①２０１９年度強化委員会メンバーの選任（６
月末まで）について

②今後の強化委員会改革構想（安井案）に
ついて

・２０２１年：［強化委員会＝日本代表チーム
強化＋地域育成・指導者育成］と［日本
代表チーム］を分離し、強化委員会が日
本代表コーチを委嘱する。

・２０２０年：強化委員会…/…日本代表チーム（強
化委員会と日本代表チーム分けていく移
行期。規定や評価基準などの策定作業）

・２０１９年：強化委員会（日本代表チームを
含む）が日本代表チームも含めて全てを
担っている状況。東京２０２０オリンピッ
クまではこの体制で進む。

「これからの強化委員会の役割」
Ⅰ　…日本代表チームの選出（選手、コーチ、

ＨＰＳとの連携など）
Ⅱ　…強化予算の管理、事業の実施（合宿、

遠征など）
Ⅲ　地域の活性化
　　…地域間の実力格差を軽減し、もっと多
くの地域から有能な選手が発掘できる
体制を創る。

Ⅳ　指導者の育成
　　…低年齢化してきている現状で多くの問

題が放置されている。指導者の育成に
より、問題の早期解決とタレント発掘
を促進するための活動を全国へ広めて
いく。日本全体の競争力を高める取り
組み。

Ⅴ　パリ２０２４オリンピックへ向けた強化
　　…特に、スピード選手の育成・強化（一

寄贈図書
雑
誌
（株）ネイチュアエンタープライズ 「岳人」No.８６６
（株）山と渓谷社 「山と渓谷」No.１０１２
ENTRE…PRISES Atleta…de…la……FEDME

会
　
報

埼玉県スポーツ協会 スポーツ埼玉「SPORTS」Vol.２８４
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」6月号
おいらく山岳会 「山行手帖」No.７１５
日本万歩クラブ 「帰れ自然へ…アルク」8・9月号
群馬県山岳連盟 「山岳ぐんま」第１１３,１１４号
長野県山岳協会 「やまなみ」No.２３３
健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」7月号No.４９５
日本トレーディング指導者協会機関誌 「JATI…EXPRESS」Vol.７１
FEEC 「VERTEX」２８４
ソル・メディア 「クライマーズ…＃０１２」
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」第６２５
（一社）大阪府山岳連盟 「山岳おおさか」No.２２１
中華民国山岳協会 中華山岳＜雙月間＞２７１
日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」No.３５８
国土緑化推進機構 「ぐりーん…もあ」No.８６…夏
（公財）日本スポーツ協会 「Sport…Japan」Vol.４４
（公財）日本スポーツ協会 「ＪＳＰＯスポーツニュース」Vol１０９…「フェアプレイニュース」Vol１０９
（株）日本運動具新報社 「スポーツ産業新報」
（公社）東京都山岳連盟 「とがくれん通信」２０１９年２号
La…rivista…del…Club…alpino…italiano 「Ｍｏｎｔａｇｎｅ３６０」…maggio…２０１９
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」8月…No.５３４
日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト 「ＨＡＴ－Ｊ…ＮＥＷＳ」No.１１４
新潟県山岳協会 「新山協ニュース」第３４３号
（公財）全国高等学校体育連盟 「全国高体連ジャーナル」…２０１９年7月号…Vol３７
東京野歩路会 「山嶺」No.１０７３…8月号
日本運動具新報社 「産業新報」第２２６０号
（公社）日本山岳会 「山」７月号
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」７月号
おいらく山岳会 「山行手帖」…No.７１６…８月１日
日本山岳文化学会 「山岳文化」…２０１９年第２０号



登山月報　第 605号　令和元年８月15日発行� 昭和 45 年12月12日第三種郵便物認可（毎月一回15日発行）

八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会

陣馬山トレイルレース実行委員会

道志村トレイルレース実行委員会

八重山トレイルレース実行委員会

東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会

上野原秋山トレイルレース実行委員会

NPO法人

一般財団法人 日本トレイルランニング協会

〒141-0031
品川区西五反田６-３-23-205

☎03-3492-0355　FAX 03-6451-3767
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　グルドンマール（６,７１５ｍ）は、その
昔、グルドンマールが訛ったゴルダマー
(Gordamah)とも呼ばれていた。山名は北
麓のグルドンマール湖からきており、チ
ベット語でグルは、尊者を意味し、ドンは
顔、マールは赤、つまり赤い顔した尊者の
意。　
　１９６３年、イギリスの第6次エベレスト隊
の帰途、E・シプトンによって登られた。彼
は、チベットからコンラ・ラを越えてシッ
キムに入り、グルドンマール湖畔にBCを
設営。そこからカンチェンジャオとのコル
に出て、コルから西稜を辿って7月3日に
シプトンとE・G・H・ケンプソンが初登
頂した。写真はH・Kappdia提供。
… （記　尾形好雄）

　６月２９日㈯～ ３０日㈰　於：海員会館　
亀山・丸副会長、町田理事

⑿山岳４団体懇談会
　７月１日㈪　於：神楽坂坊主　八木原会
長、亀山・平山・丸副会長、尾形専務理事、
小野寺常務理事

⒀日本スカイランニング協会との協議　
　７月２日㈫　於：ＪＭＳＣＡ事務局
　亀山副会長、尾形専務理事
⒁令和元年度全国山岳遭難対策協議会
　７月５日㈮　於：文科省３階講堂
　八木原会長、亀山・丸副会長、尾形専務
理事、町田理事

※理事会終了後、博報堂ＤＹメディアパー
トナーズの佐治由佳氏、吉野琢生氏から
「スポーツクライミングの市場調査報告
（第２弾）」をしていただいた。

　日山協山岳共済会の山岳保険加入者数
が伸び悩んでいる。同じ補償であれば他
社に比べ保険料が４６％割引（平成３０年度
実績）。ダントツに格安である。山岳情報
誌、インターネットサイトに掲載をして
いるがあまり効果が上がっていない。Ｊ
ＭＳＣＡ両輪の片側、登山部の血液であ
り、活力である認識が薄くなってきてい
るのだろうか。再度会員の皆様に「会員の
ネットワークによる加入促進」の協力を
お願いしたい。
… （広報担当　水島彰治）
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